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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、形質転換酸性コイルタンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、有糸分裂紡錘体の安定化に役割を果たす可能性のあるモータースピンドルタンパク質です。このタンパク質は、特定の癌細胞の増殖と分化にも役割を果たす可能性があります。[RefSeq提供、2011年11月],機能：核と中心体の微小管依存性カップリングに役割を果たします。神経前駆細胞の中心体を介した細胞分裂間核移動（INM）を制御するプロセスに関与しています（類似性による）。細胞増殖および分化の制御に関与している可能性があります。癌に寄与する可能性があります。,誘導：様々な癌細胞株でアップレギュレーションされています。,類似性：TACCファミリーに属します。,サブユニット：微小管と相互作用します。CCDC100/CEP120と相互作用します。コイルドコイルC末端領域は、AH受容体核移行タンパク質（ARNT）およびARNT2と相互作用する（類似性による）。GCN5L2およびPCAFとも相互作用する。
	研究分野
	細胞生物学
	画像データ
	

	TACC3抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TACC3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト扁桃組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TACC3抗体を用いた293細胞およびHUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TACC3ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト精巣の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト精巣の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト精巣の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

